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歩行者・自転車の交通事故防止のポイント
○ 住宅街では、自転車側の一時停止に要注意
○ トラック側の一時停止は、確実に２度停止、左右の確認
○ 交差点の右左折時は、確認運転の励行！
● 左折時は、左後方からの歩行者・自転車に要注意
● 右折時は、右後方からの歩行者・自転車に要注意

○ 特に自転車は、確認した時にいなくても、早いスピードで接近するので要注意
○ 一時停止場所、交差点の右左折は、確認の上に確認を重ね、ゆっくりと走行してください
○ 事故があったら・・・その場で停止、負傷者等の救護を優先！

◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在、はみ出し、正面衝突事故防止◇

スピードは出ていないか

○子供の飛び出しに要注意
○子供の自転車に要注意
○スピードを落として、しっかり安全確認

「構内」事故の防止 （バック事故多発・・・後方の安全確認）

見落とすな 『一時停止の標識』 確実な『一時停止』と左右の安全確認

車間距離を十分に 追突を未然に防止

通勤途中のバイクが

ゴミ収集車に追突、バイクの男性死亡
ゴミ収集車はハザードランプを点滅させた状態で停車し、作業をしていた

２０１８／０４／０７（土） １２：５８
７日午前４時すぎ、長崎県で道路に停まっていたゴミ収集車にバイクが追突し、運転していた男性（６０）が死

亡しました。現場は片側２車線の上り坂の右カーブで、ゴミ収集車はハザードランプを点滅させた状態で停車し
、作業をしていたということです。亡くなった男性は通勤途中でした。警察ではゴミ収集車の男性運転手（４４）
から事情を聞くなどして、事故の原因を調べています。

信号のない交差点 乗用車同士 出合い頭に衝突
少年１人死亡 ４人重軽傷

２０１８／４／７（土） １２：２０
６日午後９時ごろ、福岡県の信号のない交差点で、乗用車と軽乗用車が出合い頭に衝突する事故があり、１８

歳の少年が死亡したほか、４人が重軽傷を負いました。軽乗用車には１８歳の少年３人が乗っていて、後部座席
にいた会社員の男性が、全身を強く打って死亡しました。軽乗用車のほかの２人も骨折などの重傷、乗用車に乗
っていた２人も軽いけがをしています。軽乗用車の３人は友人で、食事に向かう途中だったということです。

信号のない交差点 路線バスと乗用車 出合い頭に衝突
◇信号のない交差点･･･相手は、『止まらないかも』・・・徐行しましょう◇

２０１８年０４月０７日 １２時１６分
６日午前８時半まえ、静岡県の交差点で路線バスと乗用車が出合い頭に衝突し、バスの乗客あわせて３人が軽

いけがをしました。現場は信号機のない交差点で警察によりますと交差点を直進していた路線バスと右から出て
きて左折しようとした乗用車が衝突していました。

会社から帰宅途中の車にはねられ 85歳女性死亡
◇会社から帰宅途中・・・気が緩んでいませんか？◇

２０１８年４月７日 ７：４６
６日午後７時３０分ごろ、三重県の国道で近くに住む女性（８５）が道路を横断中に、会社員の男性（５９）が運転す

る乗用車にはねられ、頭などを強く打って死亡した。事故当時の天候は雨で、乗用車の男性は、会社から帰宅途
中だった。

時速139キロの猛スピードで運転、タクシーと衝突
アルコールも検出

タクシー運転手死亡事故で、起訴の男
２０１８／４／６（金） ２０：５４

長野市の中心部で先月、酒気帯び運転の乗用車に衝突されたタクシーの運転手が死亡した事故で、衝突した乗
用車は時速１３９キロの猛スピードで走行していたことがわかりました。会社員の男性被告（４４）は６日、過失運転
致死などの罪で起訴されました。起訴状などによりますと松本被告は先月１９日の午前２時半頃、長野県で酒気帯
び運転でタクシーに衝突し、運転手の男性（当時６７歳）を死亡させたとされています。これまでの調べで被告は
、当時制限速度をおよそ９０キロ上回る時速１３９キロで走行していたことがわかりました。アルコールが検出され
ていて、関係者によりますと被告は事故の直前まで飲食店で酒を飲んでいたということです。


